
A-7　 被服作品評価について（第１報）

一関口式評価法の客観性について一
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被服作品に映る性格抽出を試みようとするためには，

現行の作品評価方法に依っては不可能なので,1952 年独

自の評価方法を研究し，これを関口式評価方法叉はT.P

式 評価方法と名附け，爾来６年この方法を用い作品指導

を試みてきた結果，教育的効果と，技術の進歩に見るぺ

きものがあるように思われるが，評価に於ける客観性の

如何が最も重要な問題であると思惟されるので，ここに

大学，高校，中学の各被服担当教師10 名 に よ る 試料

100 例を もってこれらの検討に当った結果を報告せんと

するものであり，更に過去６年間に亘る製作者個々によ

る約500 例をとらえ師評との客観的相関をも併せて報告

するものである。


